
竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

一

本
稿
は
、「《
資
料
》 

竹
幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
の
紹
介
―
和
歌
を
主
題

と
す
る
組
香
（
一
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
46
巻
第
3
号
、
二
〇
一
六
年
一
一

月
）、「
同
―
同
（
二
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
46
巻
第
4
号
、
二
〇
一
七
年
二

月
）、「
同
―
同
（
三
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
47
巻
第
1
号
、
二
〇
一
七
年
五

月
）、「
同
―
同
（
四
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
47
巻
第
2
号
、
二
〇
一
七
年
八

月
）
に
引
き
続
き
、竹
幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
所
載
の
組
香
に
つ
い
て
、と

く
に
和
歌
を
主
題
と
す
る
組
香
を
対
象
に
、
翻
刻
と
考
察
を
お
こ
な
う
も
の
で

あ
る
。
本
稿
で
は
、
射
の
巻
か
ら
、
五
月
雨
香
、
時
雨
香
、
白
菊
香
、
夕
暮
香
、

水
無
月
香
、
蓮
葉
香
、
花
香
の
、
七
つ
の
組
香
を
取
り
上
げ
る
。
資
料
に
関
わ

る
基
本
的
な
説
明
は
、「《
資
料
》 

竹
幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
の
紹
介
」（『
社

会
科
学
』
第
46
巻
第
2
号
、二
〇
一
六
年
八
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、凡

例
お
よ
び
香
道
用
語
解
説
は
、
前
掲
『
社
会
科
学
』
第
46
巻
第
3
号
に
詳
述
し

て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
以
下
に
そ
の
概
略
を
記
す
に
と
ど
め
る
。

凡
例

一
、
翻
刻
本
文
は
、
底
本
の
原
態
を
尊
重
し
つ
つ
、
漢
字
・
仮
名
と
も
に

通
行
の
字
体
を
用
い
、
適
宜
、
句
読
点
を
施
す
。
ま
た
、
朱
書
き
に
は
、

「（
朱
）」
と
示
し
、
一
面
の
終
わ
り
に
は
〝 

」〞
を
付
し
て
丁
数
を
記
す
。

一
、
考
察
に
は
、（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法
、（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関

わ
り
、
と
い
う
ふ
た
つ
の
観
点
を
設
け
る
。

一
、（
1
）
の
冒
頭
に
は
、
構
造
式
を
記
す
。
ま
た
、
解
説
を
要
す
る
香
道

用
語
に
は
「*

」
を
付
す
。
そ
れ
ら
の
用
語
に
つ
い
て
は
、「
香
道
用
語

解
説
」（『
社
会
科
学
』
第
46
巻
第
3
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、（
2
）
で
引
用
す
る
和
歌
作
品
の
本
文
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
『
新

編
国
歌
大
観
』V

er.2

（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
に
拠
る
。

一
、
巻
末
に
は
影
印
を
付
す
。

  《
資
料
》竹

幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
の
紹
介

│  

和
歌
を
主
題
と
す
る
組
香
（
五
）  

│

矢　

野　
　
　

環

福　

田　

智　

子
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二

《
射
巻
―
四
》
五
月
雨
香

【
翻
刻
】

 
　
　

△
（
朱
）
五
月
雨
香

 

　

後
水
尾
院
御
製
之
内

 

　
　

中
和
門
院

 

　
　
　

  

五
月
雨
は
時
雨
村
雨
夕
立
の
け
し
き
を
空
に
つ
く
し
て
そ
見

る

一　

十
炷
香
の
札
を
用
。

一　

五
月
雨
の
香
、
三
包
、
時
雨
・
夕
立
・
村
雨
の
香
、
各
二
包
充
、
都

合
九
包
聞
香
と
す
。
五
月
雨
の
香
斗
り
外
に
拵
へ
試
に
」
射
一
一
オ 

出

す
。
出
香
、
皆
焚
終
て
後
に
、
香
包
紙
を
開
く
也
。

一　

五
月
雨
の
香
に
一
の
札
を
う
つ
也
。
時
雨
・
夕
立
・
村
雨
に
は
二
・

三
・
ウ
の
札
を
以
て
、
無
試
十
炷
香
の
通
り
に
札
を
打
べ
し
。

一　

記
録
点
は
、
客
・
地
香
の
差
別
な
く
、
皆
一
点
充
也
。
左
に
記
す
。」

射
一
一
ウ

 

　
　

五
月
雨
香
記

 

　
　
〔
表
〕」
射
一
二
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

コ　
　
　

　
　

五
月
雨　
　
　

3　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

時
雨　
　
　
　
　
　
　
　

9　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

村
雨　
　
　
　

2　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

夕
立　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
香
に
は
、「
五
月
雨
」
の
香
（
試
香
あ
り
）
三
包
、「
時
雨
」「
夕
立
」

「
村
雨
」
の
香
、各
二
包
（
試
香
な
し
）
の
計
九
包
を
用
い
る
。
す
べ
て
焚

き
終
わ
っ
て
か
ら
、
香
包
紙
を
開
き
、
正
答
を
披
露
す
る
。

答
え
に
は
、十
炷
香
札
を
用
い
る
。「
五
月
雨
」
の
香
に
は
「
一
」
の
札

を
、
ま
た
、
試
香
の
な
い
「
時
雨
」「
夕
立
」「
村
雨
」
の
香
に
は
、
無
試

十
炷
香
の
要
領
で
、
出
香
の
順
に
「
二
」「
三
」「
ウ
」
の
札
を
打
つ
。

点
は
、
客
香
・
地
香
の
区
別
な
く
、
聞
き
当
て
る
と
す
べ
て
一
点
で
あ

る
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

冒
頭
の
中
和
門
院
の
和
歌
は
、
皐
月
香
（
楽
の
巻
49
番
目
。『
社
会
科

学
』
第
47
巻
第
2
号
所
収
。）
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、第
二
句
に
本
文

異
同
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
五
月
雨
香
で
「
村
雨
」
と
あ
る
箇
所
が
、
皐

月
香
で
は
「
春
雨
」
に
な
っ
て
お
り
、
皐
月
香
が
、「
春
雨
」
を
聞
き
の
名

⎫｜｜⎬｜｜⎭
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三

目
と
す
る
一
方
、
五
月
雨
香
は
、「
村
雨
」
を
香
名
と
す
る
。
和
歌
本
文
の

異
同
箇
所
が
、
こ
の
よ
う
に
、
揃
い
の
伝
書
の
中
で
、
別
の
組
香
に
利
用

さ
れ
て
い
る
点
に
は
注
意
さ
れ
る
。

な
お
、
志
野
流
五
十
組
中
の
五
月
雨
香
に
は
、
歌
が
あ
る
場
合
も
な
い

場
合
も
あ
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
香
道
五
十
組 

巻
之
上
』（
ヤ
8

―
54
―
5
）
は
、「
此
香
は
古
哥
に　

五
月
雨
は
春
雨
し
く
れ
夕
立
の
気
色

を
空
に
交
へ
て
そ
ふ
る　

と
云
縁
を
取
て
組
た
る
也
」
と
記
す
一
方
、
続

け
て
「
五
月
雨
香
一
説
」
と
し
て
挙
げ
る
組
香
で
は
、歌
を
示
さ
な
い
。
ま

た
、
竹
幽
文
庫
所
蔵
の
志
野
流
の
伝
書
に
は
、「
古
歌
に　

村
雨
に
時
雨
は

る
雨
夕
立
の
け
し
き
を
そ
ら
に
ま
か
ふ
五
月
雨
」
と
あ
る
。
当
該
歌
に
関

し
て
は
、
今
後
も
引
き
続
き
調
査
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

《
射
巻
―
六
》
時
雨
香

【
翻
刻
】

 

　
　

△
（
朱
）
時
雨
香

 

　
後
拾
遺
和
哥
集

 

　
　
　
　

落
葉
如
雨
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る

 
 

源　

頼
實　
　

 

　
　

  

木
葉
ち
る
宿
は
聞
わ
く
事
そ
な
き
時
雨
す
る
夜
も
時
雨
せ
ぬ
夜

も

 

　

此
哥
に
因
て
組
た
る
香
な
り
。

一　

試
な
し
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。」
射
一
四
オ

一　

時
雨
の
香
三
包
同
香

な
り

、
木
葉
の
香
三
包
別
々
の
香
を

一
包
充
用
ゆ

、
都
合
六
包
を
一
炷
充
焚

出
す
。
香
終
り
て
香
銘
を
開
く
也
。
無
試
十
炷
香
の
通
也
。

一　

札
は
い
づ
れ
に
て
も
三
枚
揃
た
る
も
の
を
時
雨
に
打
つ
。
又
一
炷
充

違
た
る
も
の
を
木
葉
と
し
て
別
札
を
打
つ
べ
し
。

一　

記
録
、
無
試
十
炷
香
の
通
也
。
独
聞
は
二
点
、
二
人
よ
り
一
点
充
也
。

認
様
左
に
記
す
。」
射
一
四
ウ

 

　

時
雨
香
之
記

 

　
〔
表
〕」
射
一
五
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

時
雨　
　
　

3　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6　

　
　

木
葉　
　

1
×
3　
　
　
　
　
　
　

本
香
に
は
、「
時
雨
」
の
香
を
同
香
で
三
包
、「
木
葉
」
の
香
を
別
香
で

三
包
の
計
六
包
を
用
い
、
一
炷
ず
つ
焚
く
。
す
べ
て
焚
き
終
わ
っ
て
か
ら
、

正
答
を
披
露
す
る
。

答
え
に
は
、十
炷
香
札
を
用
い
、無
試
十
炷
香
の
通
り
に
札
を
打
つ
。
基

本
的
に
は
、
一
炷
目
に
は
「
一
」
の
札
を
打
ち
、
そ
の
後
は
、
別
香
が
出

る
た
び
に
「
二
」「
三
」「
ウ
」
の
札
を
打
っ
て
い
く
。
結
果
と
し
て
、
三

⎫｜⎬｜⎭
*

*

*

*
*

*
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四

枚
揃
っ
た
香
が
「
時
雨
」
の
香
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
、
三
種
類

の
札
を
一
枚
ず
つ
打
っ
た
も
の
が
「
木
葉
」
の
香
で
あ
る
。

記
録
も
、
無
試
十
炷
香
の
要
領
で
記
す
。
独
り
聞
き
は
二
点
、
二
人
以

上
聞
き
当
て
た
と
き
は
一
点
ず
つ
で
あ
る
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

本
組
香
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
歌
は
、『
後
拾
遺
集
』
に
載
る
。

 

　
　

落
葉
如
雨
と
い
ふ
心
を
よ
め
る　

 

　
　

源
頼
実　
　

 

こ
の
は
ち
る
や
ど
は
き
き
わ
く
こ
と
ぞ
な
き
し
ぐ
れ
す
る
よ
も
し
ぐ

れ
せ
ぬ
よ
も 

『
後
拾
遺
集
』
巻
第
六
冬
、
三
八
二
番

こ
の
歌
は
、『
新
撰
朗
詠
集
』『
袋
草
紙
』『
今
鏡
』『
題
林
愚
抄
』
な
ど
に

も
載
る
、落
葉
を
聴
覚
的
に
捉
え
た
歌
で
あ
る
。「
時
雨
」
の
香
三
炷
を
一

種
類
の
香
で
統
一
し
、「
木
葉
」
の
香
を
別
香
三
炷
と
す
る
の
は
、
一
様
の

雨
音
の
中
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
木
葉
」
が
散
る
音
を
「
聞
き
分
く
」
と
い

う
趣
向
で
あ
ろ
う
。

《
射
巻
―
一
〇
》
白
菊
香

【
翻
刻
】

 

　

△
（
朱
）
白
菊
香

 

　
　
古
今
和
哥
集　
　
　

 

　
　
　

凡
河
内
躬
恒　
　

 

　
　
　

  

心
あ
て
に
折
ら
は
や
お
ら
ん
初
霜
の
お
き
ま
と
は
せ
る
し
ら

菊
の
花

 

　
　

此
哥
に
よ
り
て
組
香
と
な
し
侍
る

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

白
の
香
二
包
、
菊
の
香
一
包
、
花
の
香
二
包
、
初ハ
ツ

の
香
二
包
、
霜シ

モ

の

香
二
包
、
都
合
九
包
出
香
と
し
、
皆
焚
終
て
包
紙
を
開
べ
し
。」
射
二
四

オ

一　

白
の
香
、
菊
の
香
、
花
の
香
、
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。
其
餘
は
試
な

し
。

一　

札
打
様
は

 

　
　

白
に
一
の
札　

二
枚　
　

菊
に
二
の
札　

一
枚

 

　
　

花
に
三
の
札　

二
枚　
　

初
に
花
二
の
札

月
二
の
札　
　

二
枚

 

　
　

霜
に
ウ
札　
　

二
枚

 

初
の
香
、
霜
の
香
は
、
上
下
結
た
る
を
中
り
と
す
。
又
、
初
の
一
炷

斗
り
中
た
る
も
一
点
か
く
る
。
後
の
一
炷
斗
中
り
た
る
は
、
中
に
あ

ら
ず
。」
射
二
四
ウ

一　

聞
数
多
く
と
も
、
菊
の
香
不
聞
は
手
柄
に
あ
ら
す
。
外
の
聞
す
く
な

く
と
も
菊
を
聞
た
る
人
、
手
柄
に
て
、
記
録
を
與
ふ
べ
し
。

一　

記
録
点
は
、
菊
の
香
、
独
聞
三
点
、
二
人
よ
り
二
点
充
、
其
外
は
皆

一
点
充
也
。
独
聞
は
増
を
か
く
る
べ
し
。
初
の
香
二
包
を
・
は
・
つ
・

*
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五

と
分
て
認
る
。
霜
の
香
二
包
を
・
し
・
も
・
と
分
て
記
す
也
。
猶
、
認

様
左
に
て
知
る
べ
し
。」
射
二
五
オ

 
　
　

白
菊
香
之
記

 

　
　
〔
表
〕」
射
二
五
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　

コ　
　
　
　
　
　

　
　

白　
　

2　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

コ　
　
　
　
　
　

　
　

菊　
　

1　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

コ　
　
　
　
　
　

　
　

花　
　

2　
　
　

9　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

初　
　

2　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

霜　
　

2　
　
　
　
　
　

本
香
に
は
、「
白
」
の
香
二
包
、「
菊
」
の
香
一
包
に
、「
花
」「
初
」「
霜
」

の
香
各
二
包
の
、
計
九
包
を
用
い
る
。
す
べ
て
焚
き
終
わ
っ
て
か
ら
、
香

包
紙
を
開
き
、正
答
を
披
露
す
る
。
本
香
の
前
に
試
香
を
行
う
の
は
、「
白
」

「
菊
」「
花
」
の
香
で
あ
る
。「
初
」「
霜
」
の
香
に
は
試
香
は
な
い
と
す
る

が
、
そ
う
す
る
と
、
札
を
打
っ
た
後
、
答
え
の
読
み
換
え
が
必
要
と
な
る

（
後
述
）。

答
え
に
は
、十
炷
香
札
を
用
い
る
。「
白
」
の
香
に
は
「
一
」
の
札
（「
一
」

「
花
一
」「
月
一
」
の
い
ず
れ
で
も
可
）、「
菊
」
の
香
に
は
「
二
」
の
札

（「
花
二
」「
月
二
」
は
「
初
」
の
香
に
用
い
る
の
で
、無
印
の
「
二
」
の
札

の
み
使
用
可
）、「
花
」
の
香
に
は
「
三
」
の
札
（「
三
」「
花
三
」「
月
三
」

の
い
ず
れ
で
も
可
）
を
打
つ
。
ま
た
、「
初
」
の
香
二
炷
に
は
、「
花
二
」

「
月
二
」
の
札
を
一
枚
ず
つ
打
っ
て
い
き
、「
霜
」
の
香
に
は
「
ウ
」
の
札

（「
ウ
」「
花
ウ
」「
月
ウ
」
の
い
ず
れ
で
も
可
）
を
打
つ
と
記
さ
れ
る
が
、

「
初
」「
霜
」
の
香
は
い
ず
れ
も
試
香
が
な
い
た
め
、
両
者
の
区
別
が
つ
か

な
い
。
答
え
の
読
み
換
え
も
指
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
推
す
と
、
あ

る
い
は
、「
初
」
の
香
に
試
香
を
認
め
る
べ
き
か
。

本
組
香
で
は
、「
菊
」
の
香
一
炷
を
聞
き
当
て
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

褒
美
の
香
之
記
が
与
え
ら
れ
る
の
は
、「
菊
」
の
香
を
聞
き
当
て
た
者
で
あ

る
。
聞
き
当
て
た
数
が
多
く
て
も
、「
菊
」
の
香
を
聞
き
違
え
た
場
合
に
は

評
価
さ
れ
な
い
。

記
録
点
は
、「
菊
」
の
香
の
独
り
聞
き
三
点
、
二
人
以
上
だ
と
二
点
で
あ

る
。「
白
」「
花
」
の
香
は
一
点
ず
つ
、「
初
」「
霜
」
の
香
は
、
そ
れ
ぞ
れ

二
炷
あ
る
う
ち
の
初
の
一
炷
（
香
之
記
に
は
「
初
」
の
「
は
」、「
霜
」
の

「
し
」
と
表
記
）
を
聞
き
当
て
る
と
一
点
で
あ
る
が
、後
の
一
炷
（
香
之
記

に
は
「
初
」
の
「
つ
」、「
霜
」
の
「
も
」
と
表
記
）
の
み
を
聞
き
当
て
て

も
得
点
に
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、「
初
」「
霜
」
の
香
は
、
初
の
香
を
聞
き

当
て
た
上
で
、
後
の
香
を
聞
き
当
て
る
こ
と
で
得
点
に
な
る
「
つ
が
い
当

た
り
」
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
「
菊
」
以
外
の
香
に
お
い
て
も
、
独
り

聞
き
な
ら
ば
、
さ
ら
に
点
数
を
加
え
る
。
そ
の
場
合
に
加
算
す
る
点
数
は

明
記
さ
れ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
一
点
増
し
で
あ
ろ
う
。

⎫｜｜｜｜⎬｜｜｜｜⎭
*

*

*

*

*

*

*

*
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（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

本
組
香
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
歌
は
、『
古
今
集
』
に
載
る
。

 

　
　

し
ら
ぎ
く
の
花
を
よ
め
る　

 

　
　

凡
河
内
み
つ
ね　
　

 

心
あ
て
に
を
ら
ば
や
を
ら
む
は
つ
し
も
の
お
き
ま
ど
は
せ
る
白
菊
の

花 

『
古
今
集
』
巻
第
五
秋
歌
下
、
二
七
七
番

こ
の
歌
の
主
題
「
白
菊
」
に
よ
り
、「
菊
」
の
香
を
「
心
あ
て
に
」
聞
き
分

け
る
こ
と
を
重
視
す
る
。
ま
た
、「
初
霜
」
を
、「
初
」「
霜
」
の
香
と
し
、

さ
ら
に
「
は
」「
つ
」、「
し
」「
も
」
に
分
け
て
、そ
れ
ぞ
れ
二
炷
目
を
「
つ

が
い
当
た
り
」
と
し
て
「
惑
は
せ
る
」
と
い
う
の
は
、「
白
菊
」
が
「
初

霜
」
の
「
白
」
に
紛
れ
る
色
彩
の
情
景
を
、
香
に
置
き
換
え
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

《
射
巻
―
一
二
》
夕
暮
香

【
翻
刻
】

 

　

△
（
朱
）
夕
暮
香

 

　

三
夕
の
歌
は
普
く
知
る
故
載
せ
ず
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

寂
蓮
方
三
人
、
西
行
方
三
人
、
定
家
方
三
人
と
組
合
聞
な
り
歌
の
作
者
の
順

に
て
如
斯
定

る
べ
し　

。
人
数
九
人
を
限
る
べ
し
。

一　

山
の
香
、
沢
の
香
、
浦
の
香
、
各
一
包
充
外
に
拵
へ

試
に
出
す

、
槙
立
」
射
二
八
オ 

山

の
香
寂
蓮
方

客
香
也

、
鴫
立
沢
の
香
西
行
方

客
香
也

、
浦
の
笘
屋
の
香
定
家
方

客
香
也

、
各
一
包
充
、
都

合
六
包
聞
香
と
し
、
皆
焚
終
て
後
に
、
香
包
紙
を
開
く
也
。

一　

客
香
各
外
に
拵
へ
置
、
地
香
の
試
終
り
て
後
に
其
組
の
香
斗
り
を
一

組
限
り
に
試
に
焚
出
す
べ
し
。
他
組
の
客
香
二
炷
は
試
な
し
。

一　

札
打
様
左
の
通
な
り
。」
射
二
八
ウ

 

　
　

山
の
香
に　

一
の
札　

沢
の
香
に　

二
の
札

 

　
　

浦
の
香
に　

三
の
札　

我
組
客
香
に
客
の
札

一
の
札　

二
枚
打

 

　
　

他
組
客
香　

二
炷
に　

客
の
札
斗
一
枚
打

一　

記
録
は
、
山
沢
浦
の
香
は
、
當
り
斗
を
記
す
。
点
な
し
。
我
客
は
一

点
、
他
客
は
二
点
充
也
。
此
或
は
他
組
の
客
香
を
聞
中
る
を
本
意
と

す
べ
し
。

一　

褒
美
記
録
左
の
こ
と
し
。」
射
二
九
オ

 

（
客
香

地
香

皆
中　
　

秋
の
夕
暮
と
書

 

（
他
客
二
炷
中

我
客
外　
　 　
　

夕
ぐ
れ
と
書

 

　

客
三
炷
中　

 

　
　

又　
　
　

夕
ぐ
れ
の
宿
と
書

 

（
他
客
一
炷
中

我
客
中　
　

 
（
他
客
二
炷
外

我
客
中　
　 　
　

宿
と
書

 

　

客
三
炷
外　

圏
を
画
す

 

（
客
香
地
香

皆
外　
　

な
か
り
け
り
と
書
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記
録
左
の
こ
と
し
。」
射
二
九
ウ

 

　

夕
ぐ
れ
香
記

 
　
　
〔
表
〕」
射
三
〇
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

山　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

コ　
　
　
　
　

　
　

沢　
　
　

1　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

浦　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

我
方
の
み　
　
　

6

　
　

槙
立
山　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

コ　
　
　

　
　

鴫
立
沢　
　
　

1　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

浦
笘
屋　
　
　
　
　
　
　

本
組
香
は
、
寂
蓮
方
、
西
行
方
、
定
家
方
に
三
人
ず
つ
分
か
れ
、
九
名

で
行
う
。
席
順
も
こ
の
通
り
と
す
る
。

本
香
に
は
、
地
香
「
山
」「
沢
」「
浦
」
の
香
と
、「
槙
立
山
」
の
香
（
寂

蓮
方
の
客
香
）、「
鴫
立
沢
」
の
香
（
西
行
方
の
客
香
）、「
浦
の
笘
屋
」
の

香
（
定
家
方
の
客
香
）
を
各
一
包
の
計
六
包
を
用
い
る
。
地
香
の
試
香
の

後
、「
槙
立
山
」「
鴫
立
沢
」「
浦
の
笘
屋
」
の
香
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

客
香
と
す
る
組
の
者
だ
け
が
試
香
を
行
う
。
他
の
組
の
客
香
二
炷
に
つ
い

て
は
試
香
を
し
な
い
。
す
べ
て
焚
き
終
わ
っ
て
か
ら
、香
包
紙
を
開
き
、正

答
を
披
露
す
る
。

答
え
に
は
、
十
炷
香
札
を
用
い
る
。「
山
」「
沢
」「
浦
」
の
香
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
「
一
」「
二
」「
三
」
の
札
を
打
ち
、
自
分
の
組
の
客
香
に
は
「
客

（
ウ
）」
と
「
一
」
の
二
枚
の
札
を
、
ま
た
、
他
の
組
の
客
香
に
は
「
客
」

の
札
を
一
枚
打
つ
。

記
録
は
、「
山
」「
沢
」「
浦
」
の
香
に
つ
い
て
は
、
聞
き
当
て
た
場
合
の

み
香
之
記
に
記
す
が
、
聞
き
当
て
て
も
得
点
は
な
い
。
自
分
の
組
の
客
香

を
聞
き
当
て
れ
ば
一
点
、
他
の
組
の
客
香
な
ら
ば
二
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

試
香
の
な
い
二
炷
を
聞
き
当
て
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

褒
美
の
こ
と
ば
と
し
て
は
、
皆
な
ら
ば
「
秋
の
夕
暮
」、
他
の
組
の
客
香

二
炷
を
聞
き
当
て
、自
分
の
組
の
客
香
を
聞
き
外
し
た
場
合
は
「
夕
ぐ
れ
」、

客
香
三
炷
を
聞
き
当
て
る
か
、
ま
た
は
、
他
の
組
の
客
香
を
一
炷
と
自
分

の
組
の
客
香
を
聞
き
当
て
た
場
合
は
「
夕
ぐ
れ
の
宿
」、他
の
組
の
客
香
を

二
炷
と
も
聞
き
外
し
、
自
分
の
組
の
客
香
を
聞
き
当
て
た
場
合
は
「
宿
」、

客
香
三
炷
を
と
も
に
聞
き
外
し
た
場
合
は
「
○
」（
圏
）、
す
べ
て
聞
き
外

し
た
場
合
は
「
な
か
り
け
り
」
と
記
す
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

本
組
香
が
依
拠
す
る
「
三
夕
の
歌
」
と
は
、
周
知
の
ご
と
く
、『
新
古
今

集
』
巻
第
四
秋
歌
上
に
載
る
、
連
続
し
た
三
首
の
歌
で
あ
る
。

 

　
　

題
し
ら
ず　
　

 

　
　
　
　
　

寂
蓮
法
師　
　

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜｜｜⎬｜｜｜｜⎭

*
⎫｜｜⎬｜｜⎭

*
*

*

*

*

*

*

**
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さ
び
し
さ
は
そ
の
色
と
し
も
な
か
り
け
り
槙
立
つ
山
の
秋
の
夕
ぐ
れ

（
三
六
一
）

 

　

西
行
法
師　
　

 
こ
こ
ろ
な
き
身
に
も
あ
は
れ
は
し
ら
れ
け
り
し
ぎ
た
つ
沢
の
秋
の
夕

暮
（
三
六
二
）

 

　
　

  

西
行
法
師
す
す
め
て
、
百
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
に

 

　

藤
原
定
家
朝
臣　
　

 

見
わ
た
せ
ば
花
も
紅
葉
も
な
か
り
け
り
浦
の
と
ま
屋
の
秋
の
夕
暮

（
三
六
三
）

香
席
で
は
、こ
れ
ら
三
首
の
歌
の
作
者
に
因
ん
で
三
つ
の
組
に
分
か
れ
、席

順
も
歌
の
配
列
に
拠
る
。
ま
た
、六
つ
の
香
名
も
、「
山
」「
槙
立
山
」、「
沢
」

「
鴫
立
沢
」、「
浦
」「
浦
笘
屋
」
と
い
う
よ
う
に
、
三
首
か
ら
等
し
く
採
る
。

さ
ら
に
、
褒
美
の
こ
と
ば
に
も
、
三
首
に
共
通
す
る
「
秋
の
夕
暮
」、
寂
蓮

と
定
家
の
歌
に
あ
る
「
な
か
り
け
り
」
が
用
い
ら
れ
る
が
、「
夕
ぐ
れ
の

宿
」
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
次
に
挙
げ
る
伏
見
院
の
歌
あ
た
り
が
念
頭

に
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

 

　
　

荻
風
を　
　
　

 

　
　
　
　

伏
見
院
御
歌　
　

 

こ
こ
に
の
み
あ
は
れ
や
と
ま
る
秋
か
ぜ
の
荻
の
う
へ
こ
す
ゆ
ふ
ぐ
れ

の
や
ど 

『
風
雅
集
』
巻
第
五
秋
歌
上
、
四
九
五
番

《
射
巻
―
一
四
》
水
無
月
香

【
翻
刻
】

 

　

△
（
朱
）
水
無
月
香

 

　
古
今
集　
　
　

 

　
　
　
　
　
　

紀
貫
之　
　

 

　
　

袖
ひ
ち
て
結
ひ
し
水
の
氷
れ
る
を
春
立
け
ふ
の
風
や
と
く
ら
ん

 

　
後
拾
遺　
　
　

 

　
　
　
　

源
頼
實　
　

 

　
　

夏
の
日
に
な
る
ま
て
消
ぬ
冬
氷
春
立
風
や
よ
き
て
吹
ら
む

 

　

此
哥
に
よ
つ
て
綴
た
る
香
也
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
。」
射
三
一
ウ

一　

雪
の
香
、
雹
の
香
、
氷
の
香
、
各
二
包
充
、
春
風
の
香
三
包
客
香

な
り

、
都

合
九
包
の
内
、地
香
一
包
取
除
け
、残
八
包
打
交
て
焚
出
す
べ
し
。
出

香
皆
焚
終
て
後
に
、
香
包
紙
を
開
く
也
。

一　

雪
の
香
一
の
札
、
雹
の
香
二
の
札
、
氷
の
香
三
の
札
、
春
風
の
香
ウ
の
札
を

打
べ
し
。

一　

記
録
は
、
客
香
二
点
、
地
香
は
一
点
充
也
。
客
の
聞
違
、
星
一
つ
な

り
。
左
の
ご
と
し
。」
射
三
二
オ

 

　
　

水
無
月
香
記　
　
　
雹
除
（
朱
）

 

　
　
〔
表
〕」
射
三
二
ウ
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【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

雪　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

コ　
　
　
　
　

　
　

雹　
　
　

2
＝
6－

1
＝
5　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

氷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

春
風　
　

3　
　
　
　
　

本
香
に
は
、
地
香
「
雪
」「
雹
」「
氷
」
の
香
を
各
二
包
、
客
香
「
春
風
」

の
香
を
三
包
の
計
九
包
の
う
ち
、
地
香
を
一
包
除
き
、
残
り
の
八
包
を
用

い
る
。
す
べ
て
焚
き
終
わ
っ
て
か
ら
、
香
包
紙
を
開
き
、
正
答
を
披
露
す

る
。答

え
に
は
、
十
炷
香
札
を
用
い
る
。「
雪
」「
雹
」「
氷
」「
春
風
」
の
香

に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
一
」「
二
」「
三
」「
ウ
」
の
札
を
打
つ
。
記
録
に
は
、
客

香
を
聞
き
当
て
る
と
二
点
、
地
香
は
一
点
ず
つ
記
す
。
ま
た
、
客
香
を
聞

き
外
し
た
場
合
に
は
、
星
を
一
つ
付
す
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

本
組
香
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
歌
は
、そ
れ
ぞ
れ
『
古
今
集
』『
後

拾
遺
集
』
に
載
る
。

 

　
　

は
る
た
ち
け
る
日
よ
め
る　
　

 

　
　
　

紀
貫
之　
　

 

袖
ひ
ち
て
む
す
び
し
水
の
こ
ほ
れ
る
を
春
立
つ
け
ふ
の
風
や
と
く
ら

む 

『
古
今
集
』
巻
第
一
春
歌
上
、
二
番

 

　
　

氷
む
ろ
を
よ
め
る　
　

 

　
　
　
　
　

源
頼
実　
　

 

な
つ
の
ひ
に
な
る
ま
で
き
え
ぬ
ふ
ゆ
ご
ほ
り
春
た
つ
風
や
よ
き
て
ふ

き
け
ん 

『
後
拾
遺
集
』
第
三
夏
、
二
二
一
番

頼
実
の
歌
は
、
貫
之
歌
を
踏
ま
え
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
立
春
の
日
、

「
春
風
」
が
「
氷
」
を
解
か
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
貫
之
歌
に
対
し
、

頼
実
は
、
夏
で
も
氷
が
残
る
氷
室
で
は
、「
春
風
」
は
冬
の
「
氷
」
を
避
け

て
吹
い
た
の
だ
ろ
う
と
詠
む
。
香
名
の
「
氷
」「
春
風
」
は
、右
の
二
首
の

歌
に
拠
り
、「
雪
」「
雹
」
は
、「
氷
」
に
並
ぶ
冬
の
景
物
と
し
て
用
い
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
客
香
「
春
風
」
の
香
を
聞
き
外
す
と
星
が
付
く
の
は
、頼

実
歌
の
下
句「
春
た
つ
風
や
よ
き
て
ふ
き
け
ん
」に
拠
る
。
本
組
香
を「
水

無
月
香
」
と
す
る
所
以
で
あ
ろ
う
。

《
射
巻
―
一
六
》
蓮
葉
香

【
翻
刻
】

 

　

△
（
朱
）
蓮ハ

チ
ス
バ葉

香

 
 

僧
正
遍
昭　
　

 

　
　

蓮
葉
の
濁
に
し
ま
ぬ
心
も
て
何
か
は
露
を
玉
と
あ
ざ
む
く

 

　

此
哥
の
心
を
以
て
組
侍
る
也
。

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
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一
〇

一　

十
炷
香
の
札
を
用
。

一　

一
の
香
二
包
、
二
の
香
三
包
、
三
の
香
三
包
、
都
合
八
包
の
」
射
三
六

オ 
内
、
六
包
聞
香
と
す
。

一　

二
・
三
の
香
、
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。
一
の
香
は
試
な
し
。

一　

一
の
香
二
包
、
二
の
香
一
包
、
三
の
香
一
包
、
以
上
四
包
交
て
は
ち

す
ば
と
名
付
て
焚
出
す
一
の
香
二
包
は
、
二
の
香
ち
、

三
の
香
す
、
と
心
得
べ
し 

。
四
包
終
て
、
残
四
包
交
合

て
、
其
内
二
包
取
除
け
、
残
二
包
を
焚
出
す
。
六
包
み
な
終
り
て
包

紙
を
開
く
べ
し
。」
射
三
六
ウ

一　

残
二
包
の
内
、
二
の
香
を
玉
と
名
付
、
三
の
香
を
露
と
名
付
る
。

 

出
香
は

 

　
　

玉
露　

露
玉　

玉
玉　

露
露　

如
此
の
内
、
出
る
べ
し
。

一　

記
録
に
は
、
玉
露
な
ら
は
露
玉
と
違
て
認
る
。
露
玉
な
ら
は
玉
露
と

認
る
。
玉
玉
・
露
露
は
聞
通
り
認
べ
し
。
点
は
何
人
聞
に
て
も
一
点

宛
也
。」
射
三
七
オ

 

　
　

蓮
葉
香
之
記　
（
朱
）
二
三
除

 

　
　
〔
表
〕」
射
三
七
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

初　
　
　
　
　
　
　
　
　

後　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

一　
　

2
＝
2　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

コ　
　
　
　
　
　

　
　

二　
　

3
＝
1
＋
2　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉　

　
　
　
　
　

コ　
　
　
　
　
　
　

4－

2
＝
2　
　
　

　
　

三　
　

3
＝
1
＋
2　
　
　
　
　
　
　
　
　

露

本
香
に
は
、「
一
」
の
香
（
試
香
な
し
）
を
二
包
、「
二
」「
三
」
の
香

（
試
香
あ
り
）
を
各
三
包
の
計
八
包
の
う
ち
、
二
包
を
除
き
、
六
包
を
用
い

る
。ま

ず
、「
一
」
の
香
二
包
と
、「
二
」「
三
」
の
香
各
一
包
の
計
四
包
を
取

り
出
し
、
初
段
と
す
る
。
そ
れ
ら
を
無
作
為
に
交
ぜ
、
一
炷
ず
つ
焚
き
出

す
。
四
炷
焚
き
終
わ
っ
た
ら
、残
り
の
四
包
（「
二
」「
三
」
の
香
各
二
包
）

か
ら
二
包
を
取
り
出
し
て
後
段
と
す
る
。
以
上
の
六
包
を
す
べ
て
焚
き
終

わ
っ
て
か
ら
、
香
包
紙
を
開
き
、
正
答
を
披
露
す
る
。

答
え
に
は
、
十
炷
香
札
を
用
い
、「
一
」「
二
」「
三
」
の
香
に
、
そ
れ
ぞ

れ
「
一
」「
二
」「
三
」
の
札
を
打
つ
。

記
録
で
は
、「
一
」「
二
」「
三
」
の
香
を
次
の
よ
う
に
名
付
け
て
記
す
。

す
な
わ
ち
、初
段
で
は
、「
一
」
の
香
二
包
を
「
は
」、「
二
」
の
香
を
「
ち
」、

「
三
」
の
香
を
「
す
」
と
し
て
、「
は
」「
ち
」「
す
」「
は
」
と
す
る
。
ま
た
、

後
段
で
は
、「
二
」
の
香
な
ら
ば
「
玉
」、「
三
」
の
香
な
ら
ば
「
露
」
と
す

る
。
答
え
は
、「
玉
露
」、「
露
玉
」「
玉
玉
」「
露
露
」
の
四
通
り
が
想
定
さ

⎫｜⎬｜⎭
*

*

*

*

*
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一
一

れ
る
。
こ
の
う
ち
、「
玉
露
」
の
場
合
は
「
露
玉
」、「
露
玉
」
の
場
合
は

「
玉
露
」
と
逆
に
記
す
。
こ
の
操
作
に
よ
り
、聞
き
当
て
た
数
を
数
え
る
に

誤
り
が
生
じ
や
す
い
の
で
注
意
を
要
す
る
。

点
は
、
聞
き
当
て
た
人
数
に
関
わ
ら
ず
一
点
ず
つ
で
あ
る
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

本
組
香
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
歌
は
、『
古
今
集
』
に
載
る
。

 

　
　

は
ち
す
の
つ
ゆ
を
見
て
よ
め
る　

 

　
　

僧
正
へ
ん
ぜ
う　
　

 

は
ち
す
ば
の
に
ご
り
に
し
ま
ぬ
心
も
て
な
に
か
は
つ
ゆ
を
玉
と
あ
ざ

む
く 

 

『
古
今
集
』
巻
第
三
夏
歌
、
一
六
五
番

記
録
の
香
名
と
し
て
、
前
段
で
は
「
は
ち
す
は
」
が
、
ま
た
、
後
段
で
は

「
玉
」「
露
」
が
用
い
ら
れ
る
。
前
段
の
香
名
の
う
ち
、「
は
ち
す
ば
」
の
濁

音
「
ば
」
を
清
音
「
は
」
と
合
わ
せ
て
、「
は
」
の
香
を
二
包
と
す
る
の
は
、

第
二
句
「
濁
り
に
染
ま
ぬ
」
に
拠
る
発
想
か
。
ま
た
、
後
段
で
、「
玉
」

「
露
」
の
香
の
組
み
合
わ
せ
が
出
た
場
合
、
記
録
に
は
「
玉
」「
露
」
の
出

順
を
逆
に
記
す
こ
と
は
、「
な
に
か
は
つ
ゆ
を
玉
と
あ
ざ
む
く
」
と
い
う
下

句
に
拠
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

《
射
巻
―
一
七
》
花
香

【
翻
刻
】

 

　

△
（
朱
）
花ハ

ナ

香

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

一
二
三
ウ
の
香
各
三
包
宛
、
都
合
十
二
包
交
合
て
、
二
包
除
け
、
残

十
包
聞
香
と
し
、
二
炷
充
一
同
に
焚
出
す
。
十
包
皆
終
て
包
紙
を
開

く
べ
し
。

一　

地
香
各
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。

一　

香
組
合
并
名
目
、
左
の
ご
と
し
。」
射
三
八
オ

一
一
（
朱
）　

初
春　
　
　

一
二
（
朱
）　

白
雲　
　

一
三
（
朱
）　

下
伏

二
一
（
朱
）　

白
雪　
　
　

二
二
（
朱
）　

如
月　
　

二
三
（
朱
）　

横
雲

三
一
（
朱
）　

木
蔭　
　
　

三
二
（
朱
）　

枝
折　
　

三
三
（
朱
）　

弥
生

一
ウ
（
朱
）　

夕
ぐ
れ　
　

二
ウ
（
朱
）　

尋
花　
　

三
ウ
（
朱
）　

朝
の
花

ウ
ウ
（
朱
）　

名
香　
　
　

ウ
一
（
朱
）　

曙　
　
　

ウ
二
（
朱
）　

見
花

ウ
三
（
朱
）　

夕
の
花

一　

記
録
は
、
客
の
交
た
る
は
二
点
、
地
香
斗
り
は
一
点
、
各
独
聞
は
一

点
の
増
を
か
く
る
。」
射
三
八
ウ 

二
炷
の
内
、一
炷
斗
り
聞
た
る
は
点
な

し
。
中
り
に
立
す
。

一　

聞
香
十
炷
の
内
に
、
ウ
香
の
出
数
に
よ
つ
て
、
記
録
の
末
に
哥
を
認

る
。
左
の
ご
と
し
。

 

　

ウ
香
一
炷
出
る
は
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一
二

　
古
今
集　
　

 

　

             　

貫
之　
　

 

桜
花
咲
に
け
ら
し
な
足
引
の
山
の
か
い
よ
り
見
ゆ
る
白
雲

 
　

ウ
香
二
炷
出
る
は
」
射
三
九
オ

　
千
載
集　
　
　
　

 
           

西
行　
　

 

お
し
な
へ
て
花
の
盛
に
成
に
け
り
山
の
端
こ
と
に
か
ゝ
る
白
雲

 

　

ウ
香
三
炷
出
る
は

　
古
今
集　
　
　
　

 
             

友
則　
　

 

み
よ
し
の
ゝ
山
邊
に
咲
る
桜
花
雪
か
と
の
み
そ
あ
や
ま
た
れ
け
る

 

記
録
認
様
、
末
に
顕
す
。」
射
三
九
ウ

 

　
　

花
香
記　

一
三
除
（
朱
）

 

　
　
〔
表
〕」
射
四
〇
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

コ　
　
　
　
　

　
　

二　
　
　

3　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5

　
　

三　
　
　
　
　
　
　

12－

2
＝
×　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2

　
　

ウ　
　
　

3　
　
　
　
　

本
香
に
は
、
地
香
「
一
」「
二
」「
三
」
の
香
（
試
香
あ
り
）
と
「
ウ
」

の
香
（
試
香
な
し
）
各
三
包
、
計
十
二
包
を
無
作
為
に
交
ぜ
、
二
包
を
除

い
て
、
残
り
十
包
に
つ
い
て
、
二
炷
聞
き
を
五
回
行
う
。
十
炷
す
べ
て
を

焚
き
終
わ
っ
て
か
ら
、
香
包
紙
を
開
き
、
正
答
を
披
露
す
る
。

答
え
に
は
、
十
炷
香
札
を
用
い
る
。
記
録
に
は
、
二
炷
の
香
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
り
、「
初
春
」
以
下
、
十
六
の
聞
き
の
名
目
を
記
す
。

点
数
は
、
二
炷
と
も
に
聞
き
当
て
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

二
炷
の
う
ち
一
炷
の
み
を
聞
き
当
て
て
も
得
点
に
な
ら
な
い
。
二
炷
中
に

客
香
が
含
ま
れ
る
場
合
は
二
点
、
地
香
の
み
の
場
合
は
一
点
と
な
り
、
独

り
聞
き
で
は
、
さ
ら
に
一
点
を
加
え
る
。

香
之
記
の
最
後
に
は
、
全
十
炷
の
う
ち
、「
ウ
」
の
香
が
一
炷
な
ら
ば
貫

之
の
「
桜
花
」
歌
、
二
炷
な
ら
ば
西
行
の
「
お
し
な
へ
て
」
歌
、
三
炷
な

ら
ば
友
則
の
「
み
よ
し
の
ゝ
」
歌
を
記
す
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

本
組
香
の
香
之
記
の
最
後
に
記
す
歌
三
首
は
、
伝
書
に
記
さ
れ
た
集
付

の
通
り
、
次
の
よ
う
な
歌
集
に
見
出
さ
れ
る
。

 

　
　

  

歌
た
て
ま
つ
れ
と
お
ほ
せ
ら
れ
し
時
に
よ
み
て
た
て
ま
つ
れ
る

 

　

つ
ら
ゆ
き　
　

 

桜
花
さ
き
に
け
ら
し
な
あ
し
ひ
き
の
山
の
か
ひ
よ
り
見
ゆ
る
白
雲

 
 

『
古
今
集
』
巻
第
一
春
歌
上
、
五
九
番

 

　
　

花
歌
と
て
よ
め
る　
　

 

　

円
位
法
師　
　

⎫｜｜⎬｜｜⎭
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一
三

 

お
し
な
べ
て
花
の
さ
か
り
に
成
り
に
け
り
山
の
は
ご
と
に
か
か
る
し

ら
雲 

『
千
載
集
』
巻
第
一
春
歌
上
、
六
九
番

 

　
　

寛
平
御
時
き
さ
い
の
宮
の
歌
合
の
う
た　

 

　

と
も
の
り　
　

 

三
吉
野
の
山
べ
に
さ
け
る
さ
く
ら
花
雪
か
と
の
み
ぞ
あ
や
ま
た
れ
け

る 

『
古
今
集
』
巻
第
一
春
歌
上
、
六
〇
番

い
ず
れ
も
、
山
桜
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。

さ
て
、
本
組
香
の
聞
き
の
名
目
は
、
十
六
に
及
ぶ
。
右
の
三
首
の
歌
の

中
に
も
見
ら
れ
る
、「
白
雲
」「
雪
」（
白
雪
）
の
よ
う
な
花
の
見
立
て
と
し

て
の
常
套
表
現
も
あ
る
が
、
他
の
名
目
も
ほ
ぼ
、
歌
に
纏
わ
る
表
現
と
し

て
類
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
そ
の
代
表
的
な
例
を
、
二
炷

の
香
の
組
み
合
わ
せ
と
と
も
に
示
す
。

ま
ず
、
同
香
二
炷
の
場
合
の
名
目
を
挙
げ
る
。

①
「
初
春
」〔
一
一
〕

 

　
　

初
春
待
花　

 

　
　
　

御
製
（
後
鳥
羽
院
）　　

 

雪
消
え
て
け
ふ
よ
り
春
を
み
よ
し
の
の
山
も
霞
み
て
花
を
待
ち
け
る

 

『
仙
洞
句
題
五
十
首
』
一
番

②
「
如
月
」〔
二
二
〕

 

　
　

花
の
歌
あ
ま
た
よ
み
け
る
に

 

ね
が
は
く
は
花
の
し
た
に
て
春
し
な
ん
そ
の
き
さ
ら
ぎ
の
も
ち
づ
き

の
こ
ろ 

『
山
家
集
』
七
七
番

③
「
弥
生
」〔
三
三
〕

 

　
　

は
る
の
く
れ
の
う
た　

 

　
　

入
道
前
太
政
大
臣　
　

 

白
雲
に
ま
が
へ
し
花
は
あ
と
も
な
し
や
よ
ひ
の
月
ぞ
そ
ら
に
の
こ
れ

る 

『
新
勅
撰
集
』
巻
第
二
春
歌
下
、
一
二
四
番

春
と
い
う
季
節
を
順
に
、「
初
春
」「
如
月
」「
弥
生
」
と
巡
る
。
本
組
香
に

お
け
る
「
花
」
が
、
ま
ず
春
の
花
を
対
象
と
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

な
お
、
客
香
二
炷
の
組
み
合
わ
せ
④
「
名
香
」〔
ウ
ウ
〕
は
、「
六
十
一

種
名
香
」
で
も
知
ら
れ
る
「
名
香
」（
す
ぐ
れ
た
香
、世
に
名
高
い
香
）
と

し
て
、
別
格
に
扱
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、「
六
十
一
種
名

香
」
の
中
に
は
、
本
組
香
に
記
さ
れ
る
『
古
今
集
』
友
則
歌
に
あ
る
「
三

吉
野
」
も
含
ま
れ
る
。

ま
た
、〔
ウ
一
〕〔
一
ウ
〕
は
、「
曙
」「
夕
ぐ
れ
」
で
対
を
な
す
。

⑤
「
曙
」〔
ウ
一
〕

 

　
　

摂
政
太
政
大
臣
家
に
、
五
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
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皇
太
后
宮
大
夫
俊
成　
　

 

ま
た
や
み
む
か
た
の
の
み
の
の
桜
が
り
花
の
雪
ち
る
春
の
あ
け
ぼ
の

 

『
新
古
今
集
』
巻
第
二
春
歌
下
、
一
一
四
番

⑥
「
夕
ぐ
れ
」〔
一
ウ
〕

 

　
　

山
ざ
と
に
ま
か
り
て
、
よ
み
侍
り
け
る　

 

能
因
法
師　
　

 

山
ざ
と
の
は
る
の
夕
暮
き
て
見
れ
ば
い
り
あ
ひ
の
鐘
に
花
ぞ
散
り
け

る 
『
新
古
今
集
』
巻
第
二
春
歌
下
、
一
一
六
番

い
ず
れ
も
『
新
古
今
集
』
に
用
例
を
見
出
す
。
し
か
も
、
一
首
を
隔
て
た

位
置
に
配
さ
れ
て
い
る
歌
で
あ
る
こ
と
か
ら
、あ
る
い
は
、本
組
香
が
、直

接
こ
の
新
古
今
歌
二
首
に
拠
っ
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
よ
う
か
。

次
の
〔
三
ウ
〕〔
ウ
三
〕
も
、「
朝
の
花
」「
夕
の
花
」
の
対
に
な
っ
て
い

る
。

⑦
「
朝
の
花
」〔
三
ウ
〕

 

　
　

あ
さ
が
ほ
の
は
な
に
つ
け
て
つ
か
は
し
け
る

 

　

粟
田
関
白
贈
太
政
大
臣　
　

 

あ
さ
が
ほ
の
あ
し
た
の
花
の
露
よ
り
も
あ
は
れ
は
か
な
き
よ
に
も
ふ

る
か
な 

『
続
古
今
集
』
巻
第
十
七
雑
歌
上
、
一
五
七
六
番

⑧
「
夕
の
花
」〔
ウ
三
〕

 

　
　

春
風

 

あ
す
や
い
か
に
け
ふ
の
な
が
め
も
あ
か
ぬ
ま
の
ゆ
ふ
べ
の
は
な
に
風

た
ち
ぬ
な
り 

『
伏
見
院
御
集
』
一
八
四
番

⑦
「
あ
し
た
の
花
」
の
例
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
中
唯
一
の
例
で
あ
る
。

「
粟
田
関
白
贈
太
政
大
臣
」
は
、「
七
日
関
白
」
と
呼
ば
れ
る
藤
原
道
兼

（
九
六
一
〜
九
九
五
）。
ま
た
、
⑧
の
歌
は
、
佐
渡
配
流
か
ら
赦
免
さ
れ
帰

京
し
た
京
極
為
兼
を
迎
え
、
乾
元
二
年
（
一
三
〇
三
）
閏
四
月
二
十
九
日
、

伏
見
院
仙
洞
で
催
さ
れ
た
『
仙
洞
五
十
番
歌
合
』
一
番
歌
で
あ
る
。「
夕
の

花
」
の
例
は
他
に
も
数
例
が
見
出
さ
れ
る
が
、
代
表
歌
と
し
て
は
こ
の
伏

見
院
の
詠
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。

同
様
に
〔
ウ
二
〕〔
二
ウ
〕
も
、「
見
花
」「
尋
花
」
で
対
を
な
す
と
見
ら

れ
る
。

⑨
「
見
花
」〔
ウ
二
〕

 

　
　

題
不
知　

 

　
　

道
命
法
師　
　

 

春
ご
と
に
み
る
は
な
な
れ
ど
こ
と
し
よ
り
さ
き
は
じ
め
た
る
心
ち
こ

そ
す
れ 

『
詞
花
集
』
巻
第
一
春
、
三
二
番
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一
五

⑩
「
尋
花
」〔
二
ウ
〕

 

　
　

尋
花
と
い
ふ
心
を　
　

 

　

津
守
国
助　
　

 
ま
が
ふ
と
は
か
つ
し
り
な
が
ら
山
桜
雲
を
た
づ
ね
て
ゆ
か
ぬ
日
ぞ
な

き 

『
新
千
載
集
』
巻
第
一
春
歌
上
、
七
四
番

さ
て
、
残
り
六
つ
の
名
目
で
あ
る
が
、〔
一
二
〕〔
二
一
〕〔
二
三
〕
の

「
白
雲
」「
白
雪
」「
横
雲
」（
⑪
〜
⑬
）
と
、〔
一
三
〕〔
三
一
〕〔
三
二
〕
の

「
下
伏
」「
木
蔭
」「
枝
折
」（
⑭
〜
⑯
）
に
大
別
さ
れ
よ
う
。
本
伝
書
に
引

か
れ
た
三
首
の
歌
に
も
「
白
雲
」「（
白
）
雪
」
の
語
は
見
ら
れ
た
が
、
そ

れ
ら
の
名
目
を
含
め
て
、
あ
ら
た
め
て
和
歌
の
例
を
挙
げ
る
。

⑪
「
白
雲
」〔
一
二
〕

 

　
　

  

法
師
に
な
ら
む
の
心
あ
り
け
る
人
、
や
ま
と
に
ま
か
り
て
ほ
ど

ひ
さ
し
く
侍
り
て
の
ち
、
あ
ひ
し
り
て
侍
り
け
る
人
の
も
と
よ

り
、
月
ご
ろ
は
い
か
に
ぞ
花
は
さ
き
に
た
り
や
と
い
ひ
て
侍
り

け
れ
ば 

　
　
　
　
　
　

よ
み
人
し
ら
ず　
　

 

み
吉
野
の
よ
し
の
の
山
の
桜
花
白
雲
と
の
み
見
え
ま
が
ひ
つ
つ

 

『
後
撰
集
』
巻
第
三
春
下
、
一
一
七
番

⑫
「
白
雪
」〔
二
一
〕

 

　
　

雪
の
木
に
ふ
り
か
か
れ
る
を
よ
め
る 

素
性
法
師　
　

 

春
た
て
ば
花
と
や
見
ら
む
白
雪
の
か
か
れ
る
枝
に
う
ぐ
ひ
す
ぞ
な
く

 

『
古
今
集
』
巻
第
一
春
歌
上
、
六
番

⑬
「
横
雲
」〔
二
三
〕

 

　
　

建
保
三
年
五
首
歌
合
に
、
春
山
朝 

後
久
我
太
政
大
臣　
　

 

や
ま
姫
の
霞
の
袖
や
に
ほ
ふ
ら
し
花
に
う
つ
ろ
ふ
よ
こ
ぐ
も
の
空

 

『
続
拾
遺
集
』
巻
第
一
春
歌
上
、
六
二
番

⑪
⑫
は
「
花
」
の
見
立
て
で
「
白
」
と
い
う
色
彩
が
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
、

⑬
は
、
⑪
⑫
と
は
詠
み
ぶ
り
が
異
な
る
が
、
⑪
と
は
「
雲
」
と
い
う
点
で

共
通
す
る
。

そ
し
て
、
山
の
「
花
」
を
主
題
と
す
る
名
目
が
⑬
〜
⑮
で
あ
る
。

⑭
「
下
伏
」〔
一
三
〕

 

　
　

題
し
ら
ず　

 

　
　

道
命
法
師　
　

 

よ
し
の
山
花
の
下
ぶ
し
日
数
へ
て
匂
ひ
ぞ
ふ
か
き
袖
の
春
風

 

『
新
後
拾
遺
集
』
巻
第
二
春
歌
下
、
八
四
番

⑮
「
木
蔭
」〔
三
一
〕

 

　
　

為
家
卿
家
百
首

 

　
　

春
廿
首
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旅
ね
す
る
花
の
木
陰
に
お
ど
ろ
け
ば
ゆ
め
な
が
ら
ち
る
山
ざ
く
ら
か

な 

『
壬
二
集
』
一
二
五
九
番

⑯
「
枝
折
」〔
三
二
〕

 

　
　

花
歌
と
て
よ
み
侍
り
け
る　

 

　

西
行
法
師　
　

 

よ
し
の
山
こ
ぞ
の
し
を
り
の
み
ち
か
へ
て
ま
だ
見
ぬ
か
た
の
花
を
た

づ
ね
ん 

『
新
古
今
集
』
巻
第
一
春
歌
上
、
八
六
番

本
組
香
に
掲
げ
ら
れ
た
三
首
が
、
山
桜
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
こ
と
と
の
関

連
性
が
指
摘
で
き
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
組
香
の
聞
き
の
名
目
は
、
出
た
香
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
り
、
あ
る
程
度
、
体
系
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、『
新
古
今
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
勅
撰
集
歌
が
視
野
に
入
っ
て
い
る
こ

と
は
当
然
で
あ
る
と
し
て
も
、
⑦
の
『
続
古
今
集
』
の
道
兼
歌
や
、
⑧
の

伏
見
院
の
詠
の
よ
う
に
、
和
歌
表
現
と
し
て
は
稀
な
例
を
、
聞
き
の
名
目

と
し
て
採
り
入
れ
て
い
る
点
に
は
注
意
さ
れ
る
。
本
組
香
が
、
こ
れ
ら
の

歌
に
直
接
拠
っ
た
可
能
性
は
高
く
、
本
組
香
成
立
時
の
和
歌
資
料
の
流
布

と
享
受
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
も
刮
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

附
記

　

本
稿
は
、「
古
典
籍
の
保
存
・
継
承
の
た
め
の
画
像
・
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
構
築
と
日
本
文
化
の
歴
史
的
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
19

期
研
究
会
第
4
研
究
、
お
よ
び
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題

番
号
１
６
Ｋ
０
０
４
６
９
、
い
ず
れ
も
二
〇
一
六
〜
二
〇
一
八
年
度
）
に
お
け

る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
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七

【
影
印
】　

綴
じ
糸
を
外
し
、
袋
綴
じ
を
一
丁
ず
つ
開
い
て
撮
影
し
た
も
の
。

（
射
・
一
一
丁
表
）

（
射
・
一
一
丁
裏
）

（
射
・
一
二
丁
表
）



社会科学　第 47 巻  第 3号

一
八

（
射
・
一
四
丁
表
）

（
射
・
一
四
丁
裏
）

（
射
・
一
五
丁
表
）
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一
九

（
射
・
二
四
丁
表
）

（
射
・
二
四
丁
裏
）

（
射
・
二
五
丁
表
）

（
射
・
二
五
丁
裏
）
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二
〇

（
射
・
二
八
丁
表
）

（
射
・
二
八
丁
裏
）

（
射
・
二
九
丁
表
）

（
射
・
二
九
丁
裏
）
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二
一

（
射
・
三
〇
丁
表
）

（
射
・
三
一
丁
裏
）

（
射
・
三
二
丁
表
）

（
射
・
三
二
丁
裏
）
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二
二

（
射
・
三
六
丁
表
）

（
射
・
三
六
丁
裏
）

（
射
・
三
七
丁
表
）

（
射
・
三
七
丁
裏
）
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二
三

（
射
・
三
八
丁
表
）

（
射
・
三
八
丁
裏
）

（
射
・
三
九
丁
表
）

（
射
・
三
九
丁
裏
）
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二
四

（
射
・
四
〇
丁
表
）


